
指定管理施設（　サンホーム滝呂　）事業評価表

滝呂老人福祉センター事業分

H28
年度

H29
年度

パソコン教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

ワード応用 10 24
4～9月毎週水

曜日
24 337 24 187

エクセル応用 10 24
10～3月毎週

水曜日
24 222 24 266

小計 48 48 559 48 453

趣味教養の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

マクラメ教室 15 24 第1・3火曜日

趣味や教養の向上を
目的とするとともに、
楽しく充実した生活
が送れるよう、仲間
作りの場を提供す
る。

23 350 22 235

●手芸をやりたい方々に人気。季節の飾り物を中
心に実施。受講生14人。講師が各自レベルに合わ
せて指導してくれるため長年通して受講される方
が多く、高齢化から入院などで途中辞退者2人あっ
たが、数少ない「技術系」の教室として、初心者ま
で幅広く、充実して受講いただくことができた。

ペン習字教室 15 24 第2・4水曜日 24 381 24 420

●新規7人入り、受講生23人で実施。団塊の世代
など入って世代交代も進んでいる。各自のレベル
に合わせ、ボールペン、筆ペン、万年筆などを懇
切丁寧に教えてくださる講師が人気。当人の体調
不良で3人の途中辞退者はあったが休む方も少な
くキャンセル待ちもある人気の教室となっている。

混声歌声教室 50 12 第2火曜日 11 516 11 331

●受講生45人。男性6人に増加。音楽療法士の講
師が、歌脳トレや本格的な2～3部合唱も盛り込み
ながら楽しく講義し「月一回では足りない」と言わ
れる方も多く、60代から90代まで幅広く人気。会場
になるホールの暑さ寒さが厳しく、夏期冬期の参
加者数が減少、また、受講生も減少しているが、秋
まつりの舞台での発表は、意欲につながってい
る。また、秋まつりや、3月の「うさぎの会」で講師が
レクリエーションを行いPRすることで、新規受講生
の確保につながった。

●29年度は応用コースを2期実施。前期9人、後期
12人受講。上級者向けで、基礎コースを受講した
方の受講が9割。講師、アシスタントのフォローも手
厚いため休みも少なく満足して受講いただけた。
民間業者での安価の教室が増えたため、3セン
ターで協議し、30年度からは、太平老人センター基
礎コース以外は廃止、卒業生のパソコンサークル
でフォローしていく。
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セラリーナ教室 10 24 第2・4火曜日 25 283 24 294

●新規2人を含み受講生13人に増加。滝呂発祥の
楽器、ということで、イベント発表やデイサービスへ
の慰問活動も精力的に行い、やりがいにつながっ
ている。休みも少なく安定した教室となっている。

はなまる編み物教室 12 12 第1金曜日 12 94 12 91

●継続受講者は高齢化が進んでいるが、新規2人
を含む11人が受講し、世代交代が進んでいる。各
自レベルに合わせた指導と、講師が持つ多量の資
料から、各自希望のものを教えてもらえ、また、実
用的な衣服など作成できるため、喜ばれている。
講師の気さくさとわかりやすい指導で、和気あいあ
いとしたクラスになっている。月一回の教室に通う
ことと、自宅での制作活動が意欲につながってい
る。

園芸教室 20 4

6/6
9/5
12/5
3/6

4 80 5 110

●受講希望者が多く途中辞退者とキャンセル待ち
の新規加入者合わせ、延べ25人受講と人気教
室。講師のご厚意で、安価で季節に合った寄せ植
えと技法を受講でき、人気が高い。もっと回数を増
やしてほしい、との希望もあり、好評を得ている。
好評であるため、30年度の新規チャレンジ教室の
中で、希望のある『こけ玉教室」など、このクラスで
はやらない単発教室も企画、実施予定。

初心者健康麻雀教室A 12 24 第1・3月曜日 24 276 24 304

●未経験者を中心として開講。部屋の大きさ等の
都合で12人を上限とするが、新規4人を含む受講
生14人と増加、8人が男性。『健康的で綺麗な(飲
まない吸わない賭けない)麻雀』を教えて頂き、初
心者の女性も入りやすく、休む方も少ない。60代が
中心で、団塊の世代の男性獲得につながってい
る。好評で抽選となる教室のため、30年度、台を増
やして16人定員とした。

初心者健康麻雀教室B 12 24 第2・4木曜日 24 298 24 242

●Aクラスを卒業した方の受け皿として、中級レベ
ルとして開講。12人中9人が男性と、男性利用者獲
得に繋がっている。高齢(80代中心)クラスだが、認
知症予防、閉じこもり予防としても人気。年度末に
は『おさらい会』という大会も実施。上達具合を確
認でき、意欲にもつながっている。

やさしい川柳教室 15 24 第1・3月曜日 12 101 講師逝去により29年度は閉講。
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区
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男塾　料理入門編 8 12 第4木曜日 12 113 12 80

●男性対象教室。使用場所の都合上定員8人のと
ころ、新規7人合わせ10人受講。男性同士気軽に
できると好評。だしの取り方や包丁の使い方など
料理の基礎から実施。仕事をしている方も多く休
みも多いが、『みんなで作り、話しながら食べること
が楽しみ』と、喜ばれている。『おつまみ』や『おか
し』等人気で毎月料理写真を撮る方も多く、盛り付
けの工夫もするなど、飽きの来ない工夫をして好
評を得ている。このクラス受講をきっかけに、太極
拳や運動教室、パソコンなどの他教室受講や、浴
場利用につながっている。

男塾　道具を使った運動教室 8 1 第1・3金曜日 24 189 自立生活維持支援事業に移行

小計 184 195 2,681 158 2,107

計 232 14 12 243 3,240 206 2,560

運動教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

元気印健康教室 15 10 第2・4月曜日

健康増進や体力作
りを行うことによっ
て、自立した生活が
維持できることを目
指す。

21 232 21 259

●受講生15人と、内容により毎月2～3人が単発受
講。包括支援センターや専門講師と連携を取りな
がら実施し、アンケートで人気のあった『コグニサ
イズ』や『ヨガ』、『メイク講座』『ハンドマッサージ』な
どを組み、運動だけでなく、美容や、高齢者に必要
な情報発信まで幅広く楽しみながら、健康作りに
生かしていただいた。単発受講も受け付けており、
興味のある方に気軽に受けてもらえるよう工夫を
している。また、センター内の他教室を単発で組み
込むことで、他教室受講生確保にもつなげてい
る。「もう少し長い短期教室が欲しい」というアン
ケート結果から、30年度『シニアファイト』というチャ
レンジ教室を別で開講することとした。

筋力アップ体操教室 30 20 第2・4月曜日 19 450 20 527

●60代の若年層をターゲットに切り替え、新規7人
を含む33人で実施。立って行う運動を中心にリズ
ム体操や筋トレ、バランスディスク、脳トレ運動など
を行い、「もう少しハードな運動教室が欲しい』とい
うアンケート結果を元に、全教室中で一番運動量、
内容共に難易度の高い内容に切り替え、若年層
確保につなげている。『汗が出る運動ができる』
『毎週開催にしてほしい』との意見が出るほど人気
となっている。
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区
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バランスボール教室 35 48 毎週木曜日 45 1,455 43 1,266

●10年お願いしていた講師が体調不良により、急
きょ新講師に途中交代。それに伴う受講生の辞退
はあったが、新講師の工夫により、新たに途中か
らの受講生も増え、世代交代とともに、改めて人気
の教室となった。小学校長期休暇中は区民会館で
『バランスディスク』を実施。毎週実施することで体
調管理できている、と喜ばれている。

太極拳教室 20 21 第1・3月曜日 19 261 19 312

●受講生24人中10人新規。男性は4人から9人に
増加。『男性が入りやすい』との改めて男性にも人
気の教室となっている。アシスタントも2人おり、丁
寧な講師の指導も好評。60代～70代に人気で、
『意外と筋力がつく』、『講師が懇切丁寧』、と熱心
に通われる方が多い人気教室となっている。

ハッピーピラティス教室Ａ 12 24
4～3月第
2・4木曜日

23 241 24 234

ハッピーピラティス教室Ｂ 12 24
4～3月第
2・4木曜日

23 186 24 139

80代・90代の体操教室 10 24
4～3月第
1・3月曜日

20 174 24 210

80代以上を対象とした転倒予防教室。『筋力アッ
プ』など他教室の高齢受講者などが切り替えて受
講され、最高齢は90歳、12人で実施。60代の方に
ボランティアをお願いし、シルバーボランティアにも
つながる。年齢的に開催日を忘れたり、体調悪
化、骨折などで欠席は多いが、教室受講再開を目
標にされたり、教室に来る事で外に出られるという
方も多く、教室に参加しなくなる80代以上の閉じこ
もり予防として好評を得ている。「総合事業」で体
力が上がった卒業生や、他運動教室でついていけ
なくなった方の受け皿とし、「総合事業」と同講師が
行うことで、機能回復につながる運動や脳トレを実
践できている。

●『リハビリが元になっている体操』で、『膝腰が痛
い高齢者にも無理がない』と好評を得、12人定員
のところ、高齢層の多いAクラス13人、若年層Bク
ラス9人。『円背の方の姿勢が良くなった』『腰痛、
ひざ痛が和らいだ』など効果的で好評。『元気印健
康教室』や『移動老人センター』でも新たに単発教
室を実施して、新規受講生につながるよう、PRに
力を入れている。
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平成28年度の実施

状況
平成29年度の実施

状況
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項目

区
分

目標・ねらい具体的内容

男塾　道具を使った運動教室 8 1 第1・3金曜日 22 174

いきがいづくり、教養講座運営事業から移行
●男性限定で10人が受講。即効性のある運動で
『女性がいなくて気が楽』『仲間ができて楽しい』と
好評を得ている。団塊の世代が多く、「地域での新
たな友達作り」の場ともなっている。また、退職後、
外に出たがらない男性が多い中、この教室をきっ
かけに、他教室受講への足掛かりともなり、また、
アンケートなどから男性利用者の獲得につながる
意見を抽出し30年度以降につなげていく。

児童センター合同　卓球教室【新】 2
8/10
3/28

2 10 2 22

前年度のアンケート結果で、要望が多かった為、
新規で開催した。遊戯室利用に制限があるため、
定期教室はできないが、『夏と冬の卓球大会』に合
わせて、初めて児童センターと合同で開催。笠原
や市之倉の卓球クラブにも声をかけ、新規参加者
獲得につながった。アンケート結果等から、30年度
回数を増やして企画、実施予定。

小計 174 172 3,009 199 3,143

相談事業 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

健康相談 12
第4火曜日

午前
12 113 11 84

健康相談 12
第3水曜日

午後
12 58 12 76

小計 24 24 171 23 160

計 198 12 12 196 3,180 222 3,303

●包括支援センターの看護師に直接相談できる時
間であるため、安心して相談に来るリピーターが多
い。少人数の利用ながら、継続した健康管理や介
護予防、家族の介護について等の相談をされてお
り、「気軽に健康管理、相談できる場」となってい
る。利用者を増やす為、前年度アンケート結果『気
軽にできる運動教室を増やしてほしい』という意見
も合わせ、2月から新たに『美空ひばりエクササイ
ズ』を導入。相談だけでなく、自由に運動したり、曲
を聴いて懐かしんだりと、新たな集いの場とし、身
近に感じてもらえる場を目指す。

1

包括支援センターの
職員(看護師)による
健康指導・相談、介
護保険などの相談。
血圧測定を行う。
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平成29年度の実施
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析、自己評価
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区
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定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

ふれあい夏まつり 1 7/29

子ども・高齢者・障が
い者等誰もが参加で
きるような事業を開
催し、多世代交流や
利用者間交流を図
る。

1 200 1 255

●児童センター/デイサービスとの合同事業。館内
に飾る「手作りのちょうちん」を児童センター・デイ
サービスご利用者で1ヶ月かけて作成することで、
『自分たちの祭り』という意識づけともなり、参加者
数が増加。小中学生ボラやシニアボラなども多く
参加し、『伝承遊び』や、アンケートでも要望の多い
各世代向けの『映画会』、学習館と連携で『昭和初
期の多治見写真展』等が好評だった。飲食販売も
優が丘と連携し充実。また、初の試みとして地域
の方から野菜を募っての『野菜販売』で、新たに地
域の主婦層にもPRすることができた。（例年行って
いた「滝呂湯」は別日に設定。）

ふれあい秋まつり
(共同募金配分金事業)

1 11/11 1 500 1 455

●教室発表や、児童センター一輪車クラブ発表、
優が丘などにも協力いただき飲食物販売、「琉球
國祭太鼓」ステージなど地元で活躍する団体に協
力いただき、うながっぱ、ミナモの地元着ぐるみも
呼んでの「共同募金クイズ」など実施。昨年アン
ケート結果で意見が多かった『子どもが喜ぶコー
ナーづくり』をすることで、親子の観覧数が上がり、
昨年のメインゲスト『徳川隠密隊』に負けない集客
をすることができた。
飲食販売でも、地域の『山豊製麺』を利用すること
で地域貢献及び集客へとつながっている。

ふれあい春まつり
(共同募金配分金事業)

1 3/11 1 550 1 600

●バザー・飲食物等販売や遊び・工作のコーナー
を中心に、ステージでは、『夏まつり』『秋まつり』ア
ンケートにあった『地域で活躍する団体が見たい』
という意見から、「多治見中学校吹奏楽部演奏会」
や、地域のよさこいチーム「烏舞」ステージなど実
施。民生委員や児童センター、老人センター利用
者及びサークル等にボランティアスタッフをお願い
し、地域交流事業と、子どもスタッフ・シニアボラン
ティアの発掘・活躍の場となっている。
昨年アンケート結果をもとに飲食販売を増やし、マ
マズカフェや東濃ワークキャンパス、うさぎの会、
優が丘、なごみの杜など地域団体に多数お願い
し、サンホームとしても出店、飲食販売を充実させ
ることで、地域団体の活躍の場ともなり、集客を
アップさせることができた。

小計 3 3 1,250 3 1,310
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単発事業 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

児童センター合同　卓球大会 1
8/17
3/29

子ども・高齢者・障が
い者等誰もが参加で
きるような事業を開
催し、多世代交流や
利用者間交流を図
る。

1 23 2 43

●卓球大会は、児童センターと合同開催。個人戦
と、センター対抗戦を実施。「もっと卓球をやりた
い」という昨年のアンケート結果をもとに、今年度
初めて夏休みにも開催。大人はもとより、小学一
年生から中学生まで楽しみにしている多世代行
事。また、今年度初めて、「移動老人センター」で
知り合った笠原や市之倉の高齢者卓球クラブにも
声をかけ、多世代だけでなく、多地域交流ともな
り、初心者から上級者まで楽しめる行事となってい
る。

児童・老人・デイ合同　運動
会

1 11/15 2 88 1 54

●運動会は、デイサービス、児童センターの幼児
クラブと合同で実施。各センターの特性にあった運
動やレベル設定、どの世代も楽しめる競技を対抗
戦で行った。玉入れで幼児を高齢者が抱っこした
り、幼児リズム体操を高齢者も一緒に行ったり、応
援しあったりと、普段できないふれあいを行うこと
ができた。
他センターの日程等の都合で1日開催とした。

児童・老人・デイ合同　花もち
作り

1 12/15 1 59 1 67

●花もち作りは、サークル『さくらの会』が生地作り
でボランティア参加し、児童センターとデイサービ
スと合同で実施。幼児連れ親子や一人で作ること
が難しい高齢者もあるが、早く終わった方やボラン
ティアが手伝うことで、和気あいあいと交流できて
いる。また、小学生に、各センター用の大きな花も
ちを作ってもらい飾ることで、多世代交流と、伝統
行事の伝承の場となっている。
例年一緒に行っていた障がい児クラスが、日程の
都合で合同で実施できなかったが、PRに力を入
れ、これまで少なかった幼児親子や、60代の新規
参加者を増やすことができ、例年を上回ることが
できた。

※デイサービスは、昨年までの交流事業に代わ
り、今回初めて合同で開催

児童・老人・デイ合同　ハロ
ウィン会【新】

1 10/31 1 53

●デイサービス・児童センター・老人センターの合
同事業として実施。
幼児クラブと合同で行い、幼児のハロウィンファッ
ションショーやレクリエーションを愉しんだ。高齢者
もコスプレをして普段と違う刺激となり、「家にいる
だけでは縁がない衣装は楽しかった」と喜んでい
ただいた。

1多
世
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H28
年度

H29
年度

年度評価
平成28年度の実施

状況
平成29年度の実施

状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

目標・ねらい具体的内容

児童・老人・デイ合同　節分
まめまき

1 1/31 1 53 1 44

●デイサービス・児童センター・老人センターの合
同事業として実施。
幼児クラブとともに行い、レクリエーションや各セン
ター職員がゲームの題材になって笑いをとったり、
鬼の扮装などすることで、参加者も盛り上がった。
伝統行事を伝えるため、今後も継続していく。

児童・老人・デイ合同　新春
お茶会

1 1/5 1 75 1 100

●新春お茶会は、大正琴サークルが『演奏』、『お
抹茶立て』でさくらの会（手芸サークル）や個人シ
ルバーボランティア、小中学生ボランティアと母親
クラブがボランティアとして多数活躍。地域の『和
菓子屋　やまもり』に協力を仰ぎ、目玉となる和菓
子を作成していただくことで、子どもから大人まで、
多くの地域の方にお越しいただけた。

児童合同　盤上ゲーム会 1 8/1 1 20 1 19

●囲碁サークルや利用者に協力をお願いし、小学
生と『囲碁・将棋・オセロ』大会を実施。高齢者が小
学生に教えたり勝負で盛り上がった。長期休暇中
に、子どもたちが老人センターで囲碁を教えてもら
う交流につながった。（※教室参加児童参照）

さくらまつり 1 4/8 1 52 1 55

●地域が実施する『さくらまつり』に、例年通り『スト
リート囲碁』『うさぎの会飲食販売』『セラリーナ発
表』で参加。囲碁サークルが行う囲碁や将棋に地
域の子どもが参加するなど楽しんでいただけた。

教室参加児童 1 7月～3月 11 16

●「盤上ゲーム大会」以降、囲碁や将棋を教えて
ほしいと児童が長期休暇中に老人センターへ来所
し、囲碁、将棋をする高齢者が児童に教えるなど、
交流が深まっている。

企業タイアップ
母親クラブ合同
『チーズを愉しむ会』【新】

1 10/24 1 19

●企業と母親クラブと合同で実施。うさぎの会な
ど、調理に係る方を中心に声をかけ、参加いただ
いた。『勉強になった』と好評だった。人数制限が
あり、19人参加。

企業タイアップ
母親クラブ・児童センター合
同
『炊き出し訓練』

1 3/27 1 36 1 45

●3月27日『炊き出し訓練』45人参加
企業と児童センター、母親クラブと合同で実施。災
害時に必要最小限で調理や食器調達を行う訓練。
老人センターの調理ボランティアや、春休み中の
小学生も多く参加して学ぶことができた。

小計 11 9 417 11 515

計 14 12 12 12 1,667 14 1,825 －
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H28
年度

H29
年度

年度評価
平成28年度の実施

状況
平成29年度の実施

状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

目標・ねらい具体的内容

出前教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

①ニュータウン集会所
②なでしこサロン（東公民館）
③山百合サロン(愛岐パーク)
④西公民館【新】
⑤童謡の会（ハイランド）【新】
(市之倉地域福祉協議会共
催)

5/22
6/27
7/4
7/12
12/25
2/19
3/22
3/26

4 98 8 190

●市之倉では、地域福祉協議会と協力して開催。
ひまわりサロンに出向く形で実施。サロンがなく80
台前後の高齢者が多い「西公民館地域」及び、ハ
イランドの「童謡の会」の2か所に新規で伺い、つ
なげる事ができた。ニュータウン集会所では、これ
まで運動講師による運動提供が多かったが、「体
力測定」や「レクリエーション」を職員が実施し、各
自の交流できる時間を多くすることで、「仲が深
まった」と好評を得ることができた。

多悠連 愛友会(グリーンビ
レッジ滝呂台) 1 6/10 1 20 1 28

●多悠連『愛友会』及び児童センターと合同で毎
年実施。高齢化で参加者数が減ってきたが、子ど
もとの交流を楽しみにされ、手作りプレゼントを事
前に作って待っていて下さるなど、生きがいづくり
と意欲につながっている。涼しい時期に実施するこ
とで高齢化する愛友会の参加率を上げることがで
きた。「たませんづくり」「じゃんけんゲーム」で『子
供に戻ったみたいで楽しい』『子どもと一緒に過ご
せることがうれしい』と好評だった。

多悠連 百寿の会(滝呂台コ
モン集会所)

1 2/24 1 16 1 16

●多悠連『百寿の会』、児童センターと合同で実
施。高齢化で会場までの歩行可能者が減っている
上に、多悠連代表から会員への連絡が前日だった
とのことで、多悠連参加者は減ったが、子どもの参
加は増加。じゃんけん大会やたません作りで盛り
上がった。『子どもたちから元気をもらえる』と楽し
みにしてくださっている。

笠原森下センター 6

5/18
7/6
9/7
11/2
1/18
3/1

6 130 6 132

●地域の民生委員や有志が準備等も手伝ってくだ
さり、憩いの場となっている。閉じこもりがちな方、
一人暮らしの方を誘い、新規参加者も増えてい
る。体力や得手不得手に関係のないレクリエー
ションや歌を中心に、季節の工作なども、実施し
て、秋が来ないようにしている。男性参加者も増え
て楽しんでいただけている。

40区 1 1 131
●今年度は包括支援センター及び施設長他が対
応したため、老人センターは参加せず。

地域の、センターま
で来ることができな
い方たちとの交流を
図るほか、ひまわり
サロン、老人クラブ
等の支援を行う。新
規開催地を開拓し、
より多くの地域で、教
室や施設紹介を行
い、利用者の拡大を
図ることを目標とす
る。

（29年度重点事業）
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域
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流
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H28
年度

H29
年度

年度評価
平成28年度の実施

状況
平成29年度の実施

状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

目標・ねらい具体的内容

坂上サロン
(ひまわりサロンひだまりサロ
ン)

1
8/14
3/12

2 47 2 31

●職員が「季節のレクリエーション」などを実施。90
代が大半のサロンで参加者数は昨年より半減した
が、ここに来ることを楽しみに参加されている。
初めて「季節の工作」を実施したところ大変喜ば
れ、近所の方から「普段出歩かない方が『かわい
いの作ったから見て』と作品を見せに来てくれた
よ」と教えて下さるなど、喜んでいただけ、閉じこも
り予防にもつながった。

①ふれあいサロン養正
　　（養正小学校）【新】
②TGKいきいきサロン
　　（市役所本庁）【新】
（養正地域福祉協議会協力）

2/15
3/26

2 51

●ふれあいサロン養正は、ひだまりサロンスタッフ
に紹介いただき、新規で『季節の工作』を職員が実
施。長年続くサロンで高齢の方が多く、工作等も
「できない」と久しく行っていなかったそうだが、今
回伺ったことで『まだ作品作りができる』『来てよ
かった』と意欲を持ってもらえた。
●ふれあいサロン養正スタッフの養正地域福祉協
議会からの紹介で新規実施。若めの方や男性も
多く、職員が、手先を使った『折り紙』『脳トレ』『歌』
を実施し好評。30年度につなげることができた。

小計 10 15 442 20 448

単発事業 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

包括支援センター合同講演会 3 60
●『元気印健康教室』や『リーダー育成講座』『健
康相談』等で包括支援センターと協力しているため
実施せず。

懐かしの映画会

5/30
7/29
2/6
3/30

3 77 4 113

●『懐かしの映画会』は、昭和初期の映画や認知
症を題材とした映画などを実施。「若い頃を思い出
した」「人生を考える一助となった」、また、定期開
催を望む声も多く、好評。普段風呂利用のみの男
性利用者や来館されない地域の高齢者も多く参加
され、新規利用者の獲得につながっている。

企業タイアップ教室
『おなか元気教室』
　(名古屋ヤクルト㈱）

6/20
9/27
11/24

2 45 3 85

●腸マッサージやハンドマッサージ、体に良い食
べ物など教えてもらい、特に女性に好評。わかり
やすく、年代にあった、体全体の健康の話をしても
らえ、『骨密度測定』『血管年齢測定』『感染症予
防』など気になる話題を中心に実施。好評を得た。

管理栄養士会
『認知症予防の栄養講座』
【新】

10/31 1 19

●岐阜県管理栄養士会に依頼し新規開催。無料
で開講し、申込は27人だったが、当日参加は19
人。「手計栄養法」や「バランス食」など熱心に聞い
ていただけた。低栄養になりがちな単身高齢者等
に向け、今後も開催していきたい。

身近な地域で健康講
座や季節行事を行
い、地域の仲間づく
りや閉じこもりを予防
することを目的とす
る。
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H28
年度

H29
年度

年度評価
平成28年度の実施

状況
平成29年度の実施

状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

目標・ねらい具体的内容

児童・老人・デイ合同　縁日
8/24
8/25

2 100 2 107

●デイサービス・児童センターと合同で開催。輪投
げや弓矢、ヨーヨー釣り、盆踊り、かき氷など縁日
コーナーを設け、「懐かしい」と好評。小学生ボラン
ティアが各コーナーを担当したり、高齢者とペアを
組んで各コーナーを回り、老人センターのボラン
ティアが浴衣で盆踊り指導に来てくださったりと、
盛り上がることができた。

児童・老人・デイ合同　納涼
お楽しみ会

1
8/21
8/22

2 90 2 137

●「多治見マジッククラブショー」と「陶都楽友協
会」による演奏会を実施。暑いさ中の為、今年はか
き氷販売を行い、涼みながらの鑑賞となった。暑さ
で家に閉じこもりがちな高齢者の、出かけるきっか
けとなった。

デイサービス合同敬老会
9/15
9/18

1 104 1 151

●デイサービスと合同で、地域で活躍する『おやじ
の合唱』『多治見中ブラスバンド』鑑賞を実施。同
年代の、地域の男性の美声に「活力をもらった」と
好評、また、多中ブラスバンドは孫や近所の子が
入っている方も多く訪れ、「家の近くで見れることが
うれしい」と喜んでいただけた。

児童・老人・デイ合同　年末
お楽しみ会

12/27 2 98 1 122

●デイサービス・児童センターと合同で『多治見ク
ラブマジックショー』鑑賞を実施。小学校冬休みが
短期間だったため、1日に縮小したが、昨年より多
くの方にお越し頂けた。年末の忙しいさ中だが「息
抜きできた」と言っていただけたり、孫と遊びに来
た方などでにぎわった。敬老会や納涼お楽しみ会
とともに、地域で活躍する団体や同年代の活動
が、活力になったり、新たな趣味を見つける事にも
貢献できた。

デイサービス交流会 1 22

●交流事業が増えたため、実施せず。（花餅づく
り・合同ハロウィン・懐かしの映画会を今年度から
一緒に実施。）また、30年度は、アンケートや実際
の声をもとに、気軽にデイサービスを知り、体験で
きる『デイサービス試食会』を企画・実施予定。

正月押絵づくり【新】 12/22 1 15

●昨年度アンケート結果や教室中でのご意見で希
望が多かったため、職員が講師となり実施。干支
の押し絵で、材料費はかかるが「作りがいがある」
「脳トレになった」「十二支集めたい」など好評。30
年度以降も実施していく。

小計 1 16 596 15 749

計 11 14 13 31 1,038 35 1,197

地
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H28
年度

H29
年度

年度評価
平成28年度の実施

状況
平成29年度の実施

状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

目標・ねらい具体的内容

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

浴場
祭日と臨時休
館日を除く月

～金曜日

個人でも気軽に安心
して利用できるような
仲間作りの場の提供
をする。

243 11,670 244 11,423

●浴場・和室(娯楽室)利用は、長年毎日利用され
ていた世代が、高齢化で入院・死亡・入所などで来
館されなくなり、利用人数は減少した。毎月のおた
よりや教室でのＰＲ、滝呂、笠原へのおたより回
覧、毎月の民生委員会でのPRに加え、「移動老人
センター」でのチラシ配布や、多悠連交流時での
PR、笠原福祉センターへのチラシ設置なども今年
度実施して、団塊の世代で、車来館や、ウォーキ
ング中に立ち寄るなどの若年層の新規浴場利用
者は増えている。(29年度新規登録者46人)
浴場利用者の割合は、6割程度が男性となってお
り、夫婦での利用者も多い。

和室・マッサージ器使用
祭日と臨時休
館日を除く月

～土曜日
294 10,136 293 9,843

●和室利用は、マッサージ器・ヘルストロン・エアロ
バイク利用だけでなく、テレビを見ながらくつろいだ
り、歓談したり囲碁を行ったり、と交流スペースと
なっている。
教室参加者にも改めてPRを行い、教室終わりに
マッサージ機にかかる方が増加した。
和室・マッサージ器等利用者の割合は、7割前後
が女性となっている。使用頻度が高い機器の定期
的なメンテナンス及び改修、新台購入、寄付受入
で、満足いただけるよう努めている。

血圧計 随時 294 5,511 293 6,357

●入浴前後や毎日の健康管理をしていただけるよ
う、１階老人センターに設置。入浴や教室前後、体
調チェックとして定期的にご利用いただけるように
なった。また、毎日測ることで、月2回の「健康相
談」に来所されるなど、相談につなげることができ
るようになった。

土曜和室利用者
祭日を除く

土曜日 51 189 53 176

●土曜日和室利用は、土曜の囲碁利用者の転居
及び定期利用者の死去により、減少となったが、
職員がいない土曜日も使いやすいよう、土曜には
和室利用案内板を出したり、説明書きを置くなど、
工夫している。

小計 882 27,506 883 27,799

計 10 10 882 27,506 883 27,799 －

1個
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H28
年度

H29
年度

年度評価
平成28年度の実施

状況
平成29年度の実施

状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

目標・ねらい具体的内容

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

多悠連の活動に役立つ情報
提供や事業PR、多世代交流
事業の提供等を実施する。

随時

老人クラブの事業が
円滑に行われるよう
に連携をとり支援し
ていく。

3 167 3 84

●滝呂台の老人クラブに、『移動老人・児童セン
ター』として伺い、運動の提供と、児童との交流を
行った。（地域交流事業内『出前教室』に記載。
6/10愛友会・2/28百寿の会）
その際、サンホーム滝呂のPRなどを行い、その後
娯楽室や浴場、行事参加へとつなげることができ
た。
また、今年初めて、総合事業「リーダー育成事業」
PRで、6/5に笠原多悠連連絡会議に伺い、事業PR
を行った。（40人・年次Aにはカウントせず）

小計 3 167 3 84

計 13 13 3 167 3 84 －

その他の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

きらめきクラブ 36
第2・4金曜
第3火曜

仲間と楽しく料理作り
を行うことによって、
料理と栄養に関する
知識の向上を目指
す。団塊の世代の男
性の趣味教養を高め
る。 35 453 35 356

●きらめきクラブは、折り紙や季節の工作、おやつ
や料理作りなど、参加される方の希望から実施。
職員が講師を務め、自由参加で定員は設けず、気
軽に参加できるようにしている。教室で習った事を
地域のサロン等で教えてみえる方もあり、シニアボ
ランティアの育成にも繋がっている。28年度は参加
費無料の回が多かったが、29年度は1回100円～
200円徴収。参加者は減ったが、収入増につな
がった。(28年度収入31,273円→29年度収入
44,400円)

小計 36 35 453 35 356
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継続事業 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

シルバーボランティア

交流事業等で、特技
を生かしてのボラン
ティア活動をしていた
だく。

6 22 7 55

●ふれあい夏まつり、秋まつり、春まつりでの、出
店やゲームコーナー等のボランティアや、盤上
ゲーム会での囲碁将棋、オセロ講師、花餅づくり
の下準備ボラ、お茶会での抹茶立てや大正琴演
奏、作品展での展示準備ボランティアなどを、老人
センター利用者に声をかけて募り、特技を生かして
活動していただいた。（昨年までは、年次Aにのみ
計上）また、カウントには入れていないが、娯楽室
の座布団や布製品の修復、縫製、足マッサージ機
や麻雀台など機械類・木製品の修繕、絵画やパッ
チワーク、木製品、写真等自主製作作品を、定期
的に玄関や娯楽室等に飾ってくださる方々など、
不特定多数のご利用者様が、様々な形でボラン
ティアで活躍して下さっている。

小計 6 22 7 55

サークル 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

パソコンサークル 第1・3金曜日 25 176 22 168

●パソコンサークルは、パソコン教室卒業生の受
け皿となっているが、生徒の疑問ややりたいことを
反映し、精力的に授業を行っている。講師はパソコ
ン教室のアシスタントもボランティアで務め、29年
度で終了したパソコン教室の受け皿として、会員
数を増やしている。

気軽に真向法サークル 第1・4火曜日 22 162 24 207

●真向法サークルは、参加者同士で教えあい、和
気藹藹と実施。軍歌など歌いながら、体に無理の
ない体操ができる、と喜ばれ、高齢化で減っていた
会員も13人まで増加し、若年層にも広がっている。

さくらの会 第1水曜日 12 149 12 126

●さくらの会は、高齢化してはいるが、参加者同士
教えあい、教室参加を励みにされている方もあり、
生きがいづくりの場となっている。(制限によりキャ
ンセル待ちあり)ボランティア活動も活発で、イベン
ト時の教室開催やスタッフなど、積極的に行ってく
ださっており、シニアボランティアとして活躍してい
る。

大正琴サークル 第2・4木曜日 26 242 23 193

書道サークル 第1・3木曜日 24 147 22 117

一般教室を卒業し、
自主的に活動するこ
とで、いきがいづくり
として就業や生活に
役立つ技術を身につ
けてゆく。また、技術
を生かしたボランティ
アや、慰問活動など
のシニアボランティア
にも繋げていくことも
目標とする。

●大正琴サークル、書道サークル、俳句サークル
は、会員募集をおたよりやチラシで行ったり、ちらし
の作成方法を教えることで、活動支援している。高
齢化により減少の一途だったが、会員数を少しず
つ増加することができている。地域のイベントや作
品展等での発表を精力的に行い、シニアボラン
ティアとしても活躍している。

独
自
事
業

2
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俳句の会 第2金曜日 11 116 11 127

囲碁 随時 243 1,272 227 808

●囲碁参加される方々は、イベント時のボランティ
アや、子どもに囲碁を教える講師なども快く受けて
くださり、シニアボランティアとして活躍している。高
齢化により半数が逝去、施設入所等となり、開催し
ない日も増えているが、さくらまつりでの自由参加
できる出張「ストリート囲碁」など行いPRし、新規来
所につなげるなど、会員の増加に努めている。

小計 363 2,264 341 1,746

ひまわりサロン 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ
人数（人）

実施回数
（回）

参加延べ
人数（人）

うさぎの会 12 第3火曜日

季節に合わせた食事
と関係機関・ボラン
ティア等と連携をと
り、身近なテーマの
講習、演芸等楽しい
時間を過ごしていた
だく。 12 947 12 958

●ひまわりサロン活動として長年継続。老人セン
ターは、講師や一芸団体の紹介、教室発表、事務
局手伝いなど連携をとっている。月一回の機会を
楽しみにおしゃれをして出かけてみえる方が多く、
地域の方の情報交換や安否確認の場ともなって
いる。地域の団体発表や、地域の区長、議員、警
察の話など、地域の情報収集の場としても充実し
ている。15年以上開催するひまわりサロンで、参
加者も提供側も、高齢化しているが、新規会員や
参加者も徐々に増え、60代の若年層にも広がりを
見せている。29年度で解散予定だったが、地域に
根付き、閉じこもり予防の貢献度も高く、説得して
30年度も継続となった。

小計 12 12 947 12 958

計 48 12 12 416 3,686 395 3,115 －

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「1」、協定書等にない自主事業は「2」を記入。

 　　　　　　　「年度評価欄」は、次の内容で記入。

　　　　　　　・仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、仕様書の一部不実施（軽微）：8～7点、仕様書の一部不実施（中程度）：6～3点、それ以下：2～0点

●大正琴サークル、書道サークル、俳句サークル
は、会員募集をおたよりやチラシで行ったり、ちらし
の作成方法を教えることで、活動支援している。高
齢化により減少の一途だったが、会員数を少しず
つ増加することができている。地域のイベントや作
品展等での発表を精力的に行い、シニアボラン
ティアとしても活躍している。
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